
















要約 

本研究は、小児科クリニックの診療・相談過程に父親が参加することの意義および参加の

役割を検討することを目的としている。これまでの2年間の研究では、診療・相談に父親

が参加しやすい条件を診療側が整えることにより父親参加の頻度が高まること(1)(2)、診

療・相談に継続的に通ってきている発達障害児や情緒障害児の父親のうち約 3分の 2は積

極的に子どもにかかわり、母親の良き理解者や協力者として助け合って子育てに参加して

いること、診療・相談に父親も参加することにより子どもの発達に有益な展望が開けるこ

とを報告した(2)。しかし、これら積極的に子育ての役割を担っている父親がいる一方で、

適切な役割を果たせないでいる父親の存在も認められた。また、このように、子育てにお

いて役割を果たせない父親の背景には、現在までの夫婦関係や子育ての歴史が関与してい

ることも示された(2)。そこで、今回は、父親が家庭の中で子どもの発達において担ってい

る機能は何か、この機能が果たせる条件は何か、そして、相談の過程の中ではどのような

心づもりで援助したらいいのかを、心理相談の事例研究を深めることにより探ってみるこ

とにした。 


